
和同開珎の鋳型 坩堝と鞴羽口

当館所蔵のめがね銭

（出土地不明）

貨幣博物館所蔵の和同開珎鋳造関連資料

山口県下関市覚苑寺からは、和同開珎の鋳造に関連する資料が多数発見されており、長門鋳銭司跡と考えられています。

当館所蔵資料の中から、長門鋳銭司跡出土と伝えられる和同開珎の鋳型、鞴羽口、坩堝を紹介します。

ながと

いがた るつぼはぐちふいご

じゅせんし



その他の主な展示 
 

【江戸時代の資料にみる無文銀銭・富本銭・和同開珎】 

 

 

 

 

 

江 戸 時 代 中 期 頃 か ら
流行した古銭収 集用の図
鑑 （銭 譜 ）に古 代 銭 貨 は
ど の よ う に 扱 わ れ て い た
のでしょうか。 

 

 

富 本 銭 は、当 時 として
は 厭 勝 銭 （ ま じ な い 銭 ）
として扱 われていました。 

 

 『和漢古今寳銭図鑑』 

1694 (元禄 7）年 

「 富 夲 銭 」 と し て 掲 載 さ れ 、 左 右 の 七 星 が

六 つになっています。 

 《富 と権 力 をもとめて》  

－蓄 銭 ・献 銭 をするひとびと― 

（ 751-760 年）  （ 762 年）      （ 764 年）  

【和同開珎と古代のくらしーお金のつかいかたー】

価値の基準としての
和同開珎 

 
こ れ は 和 同 開 珎 が 万 年 通

宝 ・ 神 功 開 宝 に 比 べ る と 良

質 で、高 い 信 用 を 持 ち続 け た

た め と 考 え ら れ ま す 。 772 （ 宝

亀 3）年 に通 用 が停 止 される

頃 ま で 、 和 同 開 珎 が 基 本 的

な価 格 の表 示 単 位 でした。 

 

 

和 同 開 珎 は 江 戸 時
代 に は わ が 国 最 古 の 貨
幣 と し て 扱 わ れ 、 多 く の
銭 譜 （ 収 集 用 の 貨 幣 図
鑑 ） に 掲 載 さ れ 、 人 気 が
ありました。 

富 本 銭 が「厭 勝 品 」に分 類 さ れ、「冨 本 七

星 銭 」という名 称 がつけられています。 

『和漢古今泉貨鑑』 

1798 (寛政 10）年 

 
 

【古代銭貨の変遷―その成分と大きさ・重さ―】 
 

 

 

古 代 銭 貨 を並 べると、時 代 を下 るとともに大 きさが小 さくなることが見 て取 れます。 
また、銭 貨 を成 分 分 析 することにより、その鋳 造 方 法 や原 料 の調 達 地 を解 明 する手 がかりを得 ることができます。 

 

 古 代 銭 貨 の成 分 分 析 のついては、当 館 ホームページ（「古 代 銭 貨 に関 する理 化 学 的 研 究  ─｢皇 朝 十 二 銭 ｣の鉛 同 位 体 比 分 析 および金 属
組 成 分 析 ─ 」／金 融 研 究 所 Discu s s i o n  Pape r  J - Se r i e s  No . 2002- J-30  2002 .9）をご参 照 ください。当 館 所 蔵 の和 同 開 珎 の詳 細 についても
当 館 ホームページをご覧 ください。 

 
 

 

 

 《平 安 時 代 に発 行 された 9 種 の銭 貨 》

 隆 平 永 宝  承 和 昌 宝  富 寿 神 宝  長 年 大 宝 饒 益 神 宝 貞 観 永 宝 寛 平 大 宝  延 喜 通 宝 乾 元 大 宝

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 
 

 

 
 
 
 
 

 

  

 鋳 銭 時 に 鋳 型
に ひ び が 入 り 、 そ
の 痕 が 線 の よ う に
銭 の 面 に 出 て い
るものです。  

文 字 が あ る 面 の ズ
レ は 母 銭 を 鋳 型 に
押 し つ け る 際 、 あ る
い は 取 り 出 す 際 の
取 り 損 な い な ど に よ
り 、 生 じ た も の と 考
えられます。 

《さまざまな和 同 開 珎 の拓 本 》  

当 館 の所 蔵 資 料 は、戦 前 の貨 幣 収 集 界 の第 一

人 者 といわれた田 中 啓 文 氏 の収 集 品 （銭 幣 館 コレ

クション）を譲 り受 けたものです。 

当 館 で所 蔵 するさまざまな和 同 開 珎 の中 には、

銭 貨 の鋳 造 過 程 をうかがえるものがあります。 

和 同 開 珎 が 発 行 後 、

給 料 は 銭 貨 で 支 払 わ れ

ま し た 。 銭 貨 を 手 に し た

人 々 は 、 必 要 な 日 常 の

品 々 を 銭 貨 で 手 に 入 れ

る よ う に な り ま し た 。 し か

し、万 年 通 宝 などの新 し

い 銭 貨 が 発 行 さ れ 、 物

価 は 大 き く 上 昇 し て い き

ました。  

《米 1 升 を 

米 １升  買 うために必 要 な 
金 額 の変 化 》   

現在の  
約 4 合分  

約 5 文    約 11 文       約 30 文  

律 令 国 家 は、地 方 豪 族 や貴 族 ・役 人 などが蓄 えた銭 貨 を

手 に入 れるた め、一 定 の銭 貨 を国 家 に納 めることで、位 階 を

与 えることを定 めました（蓄 銭 叙 位 法 ）。 

こうして、銭 貨 を集 めることで、位 階 を持 たない人 々が有 位

者 となる可 能 性 も出 ました。 

『日本霊異記』にえがかれた銭貨 
 

平 安 時 代 初 期 の 仏 教 説 話 集 『 日 本 霊 異 記 』 に は 、 人 々 の 借 金 や 盗

み・ 売 買 や 福 徳 など の 様 々 な 生 活 の 場 面 で 、 銭 貨 が 登 場 し てい ます 。 当

時 、銭 貨 がどのように流 通 し、浸 透 していたのかを示 す好 資 料 です。 



サテライト展示「2500 年の伝統と技－中国・日本の鋳銭技術－」 
   中 国 や日 本 の貨 幣 は、鋳 型 に溶 かした銅 を流 し込 む「鋳 造 」技 術 でつくられました。この技 術 は、中 国 で金 属 貨 幣

が登 場 する紀 元 前 8 世 紀 から 19 世 紀 までの約 2500 年 の間 、使 われ続 けました。日 本 貨 幣 の源 流 となった、中 国 貨 幣

の鋳 銭 技 術 を、当 館 所 蔵 の中 国 貨 幣 とその鋳 型 から紹 介 します。 

 中国のさまざまな鋳型 各時代の貨幣と鋳型 

 縦式鋳型 

 貨 幣 の表 面 と裏 面 の鋳 型

を 合 わ せ 、 銅 の 注 ぎ 口 ( 湯

口 ) を 上 に して 立 てて 使 う 鋳

型 です。 

畳鋳式鋳型 

表 面 と裏 面 の鋳 型 を平 置

き に 合 わ せ 、 何 層 も 重 ね て

使 う 鋳 型 で す 。 銅 は 中 央 の

湯 口 から流 し込 みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ご協力をいただいた機関

 (50 音順 )  
大阪市文化財協会  
橿原市教育委員会  
木津川市教育委員会  
国立国会図書館  
国立歴史民俗博物館  
下関市教育委員会  
太宰府市教育委員会  
東京国立博物館  
東大寺寺務所  
（財）東洋文庫  
奈良市役所  
奈良文化財研究所  
（財）前田育徳会  
美東町教育委員会  
山口市教育委員会  

 

斉法化と鋳型 
(春秋戦国時代 前5～3世紀) 

梁・五銖銭の鋳型 

(魏晋南北朝時代 6世紀) 

新・大泉五十の鋳型 

(新の時代 1世紀) 

表 裏 

秦・半両銭と鋳型 

(秦の時代 前3世紀) 

漢・五銖銭と鋳型 

(前漢時代 前2世紀～後1世紀) 

【展示資料】

和同開珎の時代とくらし

資料名 年代

無文銀銭（複製） (7世紀後半）

富本銭（複製） (7世紀後半）

和同開珎 708（和銅元)年発行

万年通宝 760（天平宝字4)年発行

神功開宝 765（天平神護元)年発行

隆平永宝 796（延暦15)年発行

富寿神宝 818（弘仁9)年発行

承和昌宝 835（承和2)年発行

長年大宝 848（嘉祥元)年発行

饒益神宝 859（貞観元)年発行

貞観永宝 870（貞観12)年発行

寛平大宝 890（寛平2)年発行

延喜通宝 907（延喜7)年発行

乾元大宝 958（天徳2)年発行

『日本書紀』
720年完成(展示資料は18世紀の
複製本）

『日本紀略』 (成立年代未詳)

『旧唐書』「食貨志」
10世紀中頃完成( 展示資料は清
代の複製本）

大平興宝 970年発行

開元通宝 621年発行

光緒通宝 1875年発行

乾元重宝(高麗） 997年頃発行

朝鮮通宝 1423年頃発行

寛永通宝 1636年発行

『和漢泉彙・上編』 1793(寛政5)年

『中外銭史・ニ』 1831(天保2)年

『和漢古今泉貨鑑・九十十一』 1798(寛政10)年

『和漢古今宝銭図鑑』 1694(元禄7)年版・1696(元禄9)年版

『皇朝銭図・完』 1799(寛政11)年

『懐宝古銭鑑』 1850(嘉永3)年版

『田中会長在任二十年記念泉譜』 1940(昭和15)年

<参考資料>

　銭緡（1貫文緡） 江戸時代

　銭緡（100文緡） 江戸時代

資料名 年代

『鼓銅図録』 19世紀初

<参考資料>

　自然銅 ―

　赤銅鉱 ―

　黒銅鉱 ―

　孔雀石 ―

　藍銅鉱 ―

　珪孔雀石 ―

　黄銅鉱 ―

　斑銅鉱 ―

和同開珎 708（和銅元)年発行

和同開珎 銭笵 ８世紀初

鞴羽口 ８世紀初

坩堝 ８世紀初

サテライト展示 「2500年の伝統と技」

資料名 年代

空首布 西周末期(前8～７世紀）

五銖銭 前漢時代(前118年発行）

五銖銭　鋳型 前漢時代(前2世紀後半～後1世紀）

五銖銭　原母笵 前漢時代(前2世紀後半～後1世紀）

四銖半両銭 前漢時代(前175年発行）

四銖半両銭　鋳型 前漢時代(前2世紀）

四銖半両銭　原母笵 前漢時代(前2世紀）

一刀平五千 前漢末（7年発行）

一刀平五千　原母笵 前漢末～新代(7 ～23年）

大泉五十 前漢末（7年発行）

大泉五十　鋳型 前漢末～新代(7 ～23年）

大泉五十　原母笵 前漢末～新代(7 ～23年）

貨布 新代（14年発行）

斉法化 戦国時代(前5～3世紀）

斉法化　鋳型 戦国時代(前5～3世紀）

方足布 戦国時代(前5～3世紀）

方足布　鋳型 戦国時代(前5～3世紀）

半両銭(大様） 戦国末～秦(前3世紀)

半両銭(私鋳銭） 戦国末～秦(前3世紀)

半両銭　鋳型 戦国末～秦(前3世紀)

陰文四銖銭 斉代(479～502年）

陰文四銖銭　鋳型 斉代(479～502年）

五銖銭 梁代(557年発行)

五銖銭 鋳型 梁代(502～557年）

『鋳銭図解』(複製) （原本は１８世紀）

日本銀行金融研究所 

 

電 話 ：０３－３２７７－３０３７(直 通 ) 
〒103-0021 

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 石 町 2-1-1 
http ://www. imes.boj .or . jp/cm 
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